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題目ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄを用いた衛星測位ｼｽﾃﾑの高精度化に関する研究
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GPSに代表される衛星測位ｼｽﾃﾑには不回避な誤差が存在するため観測点のみで測定を

行う単独測位ではその精度は10m程度である｡そこでより高精度な測位のために､あらか

じめ位置を決走した基準局からの補正情報を元に移動局の位置を補正する相対測位が行わ

jlる｡ﾘｱﾙﾀｲﾑに相対測位を行うためには基準局からの情報をﾘｱﾙﾀｲﾑに伝える

必要があり､硯在は主に電波による放送を用いてｻ-ﾋﾞｽが行われている｡放送を用いた

補正情報配信は大規模ﾕ-ｻﾞを同時にｻﾎﾟ-ﾄできるが､それぞれのﾕ-ｻﾞの要求に応じ

たｻ-ﾋﾞｽを提供することが出来ず､要求が高まっている高精度な補正ｻ-ﾋﾞｽを構築す

ることが難しい｡そこで本研究ではｲﾝﾀ-ﾈｯﾄを用いた柔軟な補正情報配信ｼｽﾃﾑ

を提案する｡

本ｼｽﾃﾑは硯在行われている方式では実現できないﾕ-ｻﾞの要求に応じた補正情報を

提供する｡ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄを用いてRTX･GPSのような高度な補正に必要な大量のﾃﾞ-ﾀ

を供給することにより､電波による配布と比較し広範囲で高精度な測位を利用可能とする｡

本ｼｽﾃﾑでは基準局と移動局の間に配布ｻ-ﾊﾞを導入し､規模の拡大やｼｽﾃﾑの拡張,

新機能の追加などを簡単に行える仕姐みを設計し､そのﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟを作成した｡配布ｻ

-ﾊﾞは単に規模の拡大のためのみならず､情報の集約や再計算を行うことにより､ﾕ-ｻﾞ

にとってより高精度な測位を行うことが可能である｡ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟを実装し評価した結果､

本ｼｽﾃﾑではD-GPSにおいて50cm､ RTK-GPSによって5cmの精度で測位が行えた｡

RTK-GPSは高精度な測位を行えるが､その有効範囲は基準局から10km程度と非常に狭

く広域での利用には多くの基準局が必要となる｡そこで複数の基準局を利用し大きな基準

局間隔での測位を可能にする技術として仮想基準点方式が提案されている｡この仮想基準

点方式のためには､広城に分散した複数の基準局からの情報をﾘｱﾙﾀｲﾑに収集する必

要がある｡そこでｲﾝﾀ-ﾈｯﾄを用いた基準局網を構築しその検証を行った｡その結果

既存のｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ回線を利用して基準局ﾈｯﾄﾜ-ｸを構築し､ VRSｼｽﾃﾑと組み

合わせることにより約5cmの精度を得ることが出来た｡

これらの成果により､ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄを利用したGPS補正を行うことにより高精度な補

正を広城で行えることを示した｡本研究の成果を元に広城でのGPS基準局網の構築を低ｺ

ｽﾄかつ高機能に実現することが可能である｡日本でも広域GPS基準局網の計画がなされ

ているが､本研究のような広城での利用を考慮したｼｽﾃﾑは硯在のところ提案されてい

ない｡これらの成果を元にあらゆる場所において高精度な衛星測位を行うための広城補正

ｼｽﾃﾑの構築を可能にし､社会基盤の整備や高度交通ｼｽﾃﾑ(ITS)に役立てることが出

来る｡
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論文審査結果の要旨

本論文は衛星測位ｼｽﾃﾑにおいて高精度かつ高機能な補正を行うためにｲﾝﾀｰﾈｯﾄを用いた双

方向性のあるｼｽﾃﾑを提案し,本提案ｼｽﾃﾑを設計､実装､評価することにより本提案ｼｽﾃﾑの

有効性を示したものである｡

本論文の主な成果は以下に要約される｡

1.ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを用いた補正ｼｽﾃﾑを提案し､その果たすべき機能について述べた｡特に双方向通

信の特性を利用し､従来は不可能であったﾕｰｻﾞからの要求に応じた補正情報の提供を行うことを可

能とするｼｽﾃﾑとして､補正情報を生成する基準局とそれを利用する移動局の間に中継局を置くｼ

ｽﾃﾑを提案した｡さらにｲﾝﾀｰﾈｯﾄを補正情報の伝送路として用いる場合に生じる問題点である

遅延の問題やIPｱﾄﾞﾚｽの変更について解決策を示した｡

2.さらに上記のﾓﾃﾞﾙにおいて上流となる補正局と中継局と下涜となる中継局と移動局のﾈｯﾄﾜｰ

ｸ特性が大きく違うことに着目し､上流ではTCPを用いたｻｰﾊﾞﾌﾟｯｼｭ方式によるﾃﾞｰﾀ転送ﾌﾟﾛﾄｺ

ﾙを用い､下流ではUDPを用いたｸﾗｲｱﾝﾄﾌﾟﾙ方式のﾌﾟﾛﾄｺﾙを用いることを提案し､設計､実装､

評価を行うことによりその有効性を示し､現在利用されている補正ｼｽﾃﾑに対する優位性を示した｡

3.既存の補正局からの情報を直接うけとる補正ｼｽﾃﾑのみならず､複数の基準局からの情報を収

集し利用する手法において本提案ｼｽﾃﾑが有効であることを示すため､複数の組織内ﾈｯﾄﾜｰｸ

に基準局を構築し､ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを用いて補正情報を収集し､再計算するｼｽﾃﾑを構築することによ

り実証を行った｡

以上のように本論文は衛星測位ｼｽﾃﾑの高精度化において放送ではなくｲﾝﾀ-ﾈｯﾄを用いた双

方向のｻ-ﾋﾞｽを利用した補正ｼｽﾃﾑを提案するとともに､ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上での補正ｻｰﾋﾞｽ提供

における問題点を克服したｱｰｷﾃｸﾁﾔを設計し､ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟの実装を行った｡

さらにﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟを用いた実証実験によりｱｰｷﾃｸﾁﾔの有効性を示したものであり､衛星測位の分

野において学術上,実際上寄与するところが少なくない｡よって本論文は博士(ｴ学)の学位論文とし

て価値あるものと認める｡


